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Ⅰ【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

本日、半期報告書を提出しましたので、2023年11月22日付をもって提出した有価証券届出書（2024年1月15

日付で有価証券届出書の訂正届出書を提出済。以下「原届出書」といいます。）の記載事項の一部を訂正す

るため、本訂正届出書を提出するものです。

 

Ⅱ【訂正の内容】

<訂正前>および<訂正後>に記載している下線部　　　は訂正部分を示し、<更新後>に記載している内

容は原届出書が更新されます。また、<追加>の記載事項は原届出書に追加されます。
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第二部【ファンド情報】

　

第１【ファンドの状況】

　

１【ファンドの性格】

　

（３）【ファンドの仕組み】

＜訂正前＞

（略）

 

②委託会社の概況

イ．資本金の額(2023年9月末日現在)

 

（略）

 

ハ．大株主の状況(2023年9月末日現在)

 

（略）

 

＜訂正後＞
 

（略）
 

②委託会社の概況

イ．資本金の額(2024年3月末日現在)

 

（略）

 

ハ．大株主の状況(2024年3月末日現在)

 

（略）
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２【投資方針】

　

（３）【運用体制】

＜更新後＞

 

①運用体制、内部管理および意思決定を監督する組織

当ファンドの運用体制等は以下の通りです。

 
 

②社内規程

信託財産の適正な運用および受益者との利害相反となる取引の防止を目的として、社内諸規則を設け

ています。

 

③ファンドの関係法人に対する管理体制等

受託会社に対しては、日々の純資産照合、月次の勘定残高照合などを行っており、さらに適宜その事

務遂行能力をモニタリングしています。また、受託業務に係る内部統制の有効性についての監査人によ

る報告書を、受託会社より受け取っております。

 

(注)運用体制等は、2024年3月末日現在のものであり、今後変更となる場合があります。
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３【投資リスク】

＜更新後＞

 

(1)投資リスク

当ファンドは、主に国内外の株式や債券など値動きのある有価証券等に投資します。そのため、組入

れた有価証券等の価格、外国為替相場等の変動により、当ファンドの基準価額は影響を受けます。これ

らにより生じた利益および損失は、全て当ファンドの受益者に帰属することとなります。また、元本お

よび利息の保証はなく、預金保険の対象ではありません。

したがって、受益者の投資された元本は、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込む

ことがあります。その損失に耐えうる以上に当ファンドに対して投資することはご遠慮ください。投資

信託は預貯金とは異なります。

 

①価格変動リスク

投資対象資産の価格動向は、国内および国際的な政治・経済情勢の影響を受けます。当ファンドは、

投資信託財産の長期的な成長を目指し積極的な運用を行うため、投資対象資産の価格変動があった場

合、重大な損失が生じることがあります。

 

②流動性リスク

市場規模や取引量が少ないために、組入れ資産を売却する際に市場実勢から期待される価格で売買で

きない場合、不測の損失を被ることがあります。

 

③信用リスク

組入れ資産の発行体の経営等に重大な危機が生じた場合やそれらに関する外部評価の変化等があった

場合、当該資産の価格が下落し、重大な損失が生じることがあります。

 

④為替変動リスクおよびカントリー・リスク

外貨建資産を組入れた場合、当該通貨と円との為替変動の影響を受け、損失が生じることがありま

す。また、当該国・地域の政治・経済および社会情勢等の変化により市場に大きな混乱が生じた場合、

重大な損失が生じることがあります。

 

⑤ファンド資産の流出によるリスク

多額の換金が一時にあった場合、資金を手当てするために組入れ資産を大量に売却しなければならな

いことがあります。その際に当該売却の注文が市場価格に影響を与えること等により基準価額が大きく

下落することがあります。また、当ファンドの運用は「バイ・アンド・ホールド型」の長期投資を基本

としていますので、急激かつ大量の資産売却により運用効率が著しく阻害されることがあります。

 

(2)その他留意点

当ファンドの取引については、金融商品取引法第37条の6に定める「書面による解除」（いわゆる

「クーリング・オフ」）の適用はありません。

また、取引所における取引の停止、外国為替取引の停止、その他やむを得ない事情があるときは、換

金の申込みの受付けを中止することがあります。換金の申込みの受付けが中止された場合には、受益者

は当該受付中止以前に行った当日の換金の申込みを撤回できます。ただし、受益者がその換金の申込み

を撤回しない場合には、当該受付中止を解除した後の最初の基準価額の計算日に換金の申込みを受付け

たものとして取扱っております。

当ファンドは、多額の換金が発生し短期間で換金代金を手当てする必要が生じた場合や主たる取

引市場において市場環境が急変した場合等に、一時的に組入れ資産の流動性が低下し、市場実勢か

ら期待できる価格で取引できないリスク、取引量が限られてしまうリスクがあります。これによ

り、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換金の申込みの受付けが中止となる可能性、換

金代金のお支払が遅延する可能性があります。

 

(3)投資リスクに対する管理体制

委託会社では、リスク管理規程等の社内規程において、リスク管理の対象となるリスクおよびリスク

管理体制が定められております。

投資リスクについては、運用部門から組織的に分離された部署および会議体において、リスクの管理

に係わる状況確認や結果分析を行っております。各投資リスクに関する管理体制は以下の通りです。
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①価格変動リスク

価格変動リスクは、資産構成比率に関する事項や、その他のファンドのリスク特性に関する事項を主

な対象項目として常時把握することで管理しております。なお、価格変動リスクについて情報収集や分

析・管理を行い、この結果は投資政策委員会等で報告が行われます。

 

②流動性リスク

流動性リスクは、市場の流動性の把握に努め、投資対象・売買数量等を適切に選択することで管理し

ております。なお、流動性リスクについて情報収集や分析・管理を行い、この結果は投資政策委員会等

で報告が行われます。また、流動性リスク管理に関する規程を定め、当ファンドの組入れ資産の流

動性リスクのモニタリングなどを実施するとともに、緊急時対応策の策定・検証などを行います。

投資政策委員会等は、流動性リスク管理の適切な実施の確保や流動性リスク管理態勢について、監

督します。

 

③信用リスク

信用リスクは、発行体の業績や財務内容等の分析などを行うことで管理しております。なお、信用リ

スクについて情報収集や分析・管理を行い、この結果は投資政策委員会等で報告が行われます。

 

④為替変動リスクおよびカントリー・リスク

為替変動リスクおよびカントリー・リスクは、金利・為替・証券価格等の価格変動状況の把握に努

め、国際情勢等を分析することで管理しております。

 

⑤ファンド資産の流出によるリスク

ファンド資産の流出によるリスクは、キャッシュポジションの見直しを行うことで投資政策委員会が

管理しております。

 

(注)投資リスクに対する管理体制は、2024年3月末日現在のものであり、今後変更となる場合があります。
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（参考情報）
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４【手数料等及び税金】

（５）【課税上の取扱い】

＜訂正前＞

 

（略）

 

(注)上記は、2023年9月末日現在のものであり、税法が改正された場合、その内容が変更されることが

あります。

 

（略）

 

＜訂正後＞

 

（略）

 

(注)上記は、2024年3月末日現在のものであり、税法が改正された場合、その内容が変更されることが

あります。

 

（略）

 

（参考情報）ファンドの総経費率

　総経費率は対象期間中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料

および有価証券取引税を除く。）を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（1口当たり）を乗じた

数で除した値（年率）です。

総経費率（①＋②） ①運用管理費用の比率 ②その他費用の比率

1.10% 1.10% 0.00%

（注）対象期間は2022年8月24日～2023年8月23日です。

（注）各比率は、年率換算した値です。小数点以下第3位を四捨五入して表示しております。

（注）詳細につきましては、対象期間の運用報告書（全体版）をご覧ください。

 

EDINET提出書類

さわかみ投信株式会社(E12468)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

 8/41



５【運用状況】

　

＜更新後＞

（１）【投資状況】

(2024年3月末日現在)

資産の種類 国名 時価合計(円) 投資比率(%)

株式  391,981,948,789 88.15

 日本 377,717,650,760 84.94

 アメリカ 9,856,834,333 2.22

 フランス 3,417,918,956 0.77

 デンマーク 504,640,320 0.11

 イタリア 259,551,600 0.06

 フィンランド 225,352,820 0.05

預金、その他の資産(負債控除後) － 52,702,125,238 11.85

合計(純資産総額) 444,684,074,027 100.00

(注)投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率です。

(注)投資資産の内書きの時価および比率は、当該資産の国／地域別の内訳です。
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（２）【投資資産】

　

①【投資有価証券の主要銘柄】

(イ)評価額上位30銘柄

(2024年3月末日現在)

国／地

域
種類 銘柄名 業種

数量

(株)

簿価

単価

(円)

簿価

金額

(円)

評価

単価

(円)

評価

金額

(円)

投資

比率

(%)

日本 株式 ディスコ 機械 400,000 26,795.00 10,718,000,000 57,190.00 22,876,000,000 5.14

日本 株式 信越化学工業 化学 3,280,000 4,550.00 14,924,000,000 6,584.00 21,595,520,000 4.86

日本 株式 トヨタ自動車 輸送用機器 5,000,000 2,410.50 12,052,500,000 3,792.00 18,960,000,000 4.26

日本 株式 ブリヂストン ゴム製品 2,330,000 5,582.00 13,006,060,000 6,656.00 15,508,480,000 3.49

日本 株式 テルモ 精密機器 5,334,800 2,078.50 11,088,381,800 2,729.00 14,558,669,200 3.27

日本 株式 ダイキン工業 機械 630,000 24,045.00 15,148,350,000 20,600.00 12,978,000,000 2.92

日本 株式 ＩＮＰＥＸ 鉱業 5,000,000 1,989.50 9,947,500,000 2,340.50 11,702,500,000 2.63

日本 株式 浜松ホトニクス 電気機器 2,035,000 6,600.00 13,431,000,000 5,353.00 10,893,355,000 2.45

日本 株式 デクセリアルズ 化学 1,460,000 3,414.00 4,984,440,000 6,687.00 9,763,020,000 2.20

日本 株式
セブン＆アイ・ホール

ディングス
小売業 4,110,000 1,993.15 8,191,885,485 2,206.00 9,066,660,000 2.04

日本 株式 ＴＯＴＯ
ガラス・土石製

品
1,970,000 3,903.78 7,690,452,389 4,272.00 8,415,840,000 1.89

日本 株式 日立製作所 電気機器 600,000 9,341.00 5,604,600,000 13,905.00 8,343,000,000 1.88

日本 株式 三井物産 卸売業 1,170,000 5,357.00 6,267,690,000 7,106.00 8,314,020,000 1.87

日本 株式 ニデック 電気機器 1,350,000 7,413.00 10,007,550,000 6,130.00 8,275,500,000 1.86

日本 株式 三菱重工業 機械 5,700,000 779.00 4,440,300,000 1,448.50 8,256,450,000 1.86

日本 株式 花王 化学 1,450,000 5,612.00 8,137,400,000 5,638.00 8,175,100,000 1.84

日本 株式 キッコーマン 食料品 3,450,000 1,641.60 5,663,520,000 1,969.00 6,793,050,000 1.53

日本 株式 ＤＭＧ森精機 機械 1,650,000 2,558.00 4,220,700,000 4,062.00 6,702,300,000 1.51

日本 株式 三菱商事 卸売業 1,884,600 2,312.66 4,358,451,600 3,487.00 6,571,600,200 1.48

日本 株式
アサヒグループホール

ディングス
食料品 1,095,100 5,473.38 5,993,899,135 5,582.00 6,112,848,200 1.37

日本 株式 ＨＯＹＡ 精密機器 323,500 15,885.00 5,138,797,500 18,740.00 6,062,390,000 1.36

日本 株式 日本特殊陶業
ガラス・土石製

品
1,175,000 3,327.00 3,909,225,000 5,084.00 5,973,700,000 1.34

日本 株式 デンソー 輸送用機器 2,000,000 2,419.50 4,839,000,000 2,883.00 5,766,000,000 1.30

日本 株式 ソニーグループ 電気機器 420,000 12,611.89 5,296,996,594 12,985.00 5,453,700,000 1.23

日本 株式 ＳＭＣ 機械 63,500 67,590.00 4,291,965,000 84,830.00 5,386,705,000 1.21

日本 株式 旭化成 化学 3,900,000 915.90 3,572,010,000 1,112.00 4,336,800,000 0.98

日本 株式 小松製作所 機械 896,600 3,960.00 3,550,536,000 4,423.00 3,965,661,800 0.89

日本 株式 三浦工業 機械 1,350,000 3,308.00 4,465,800,000 2,925.50 3,949,425,000 0.89

日本 株式
ＡＮＡホールディング

ス
空運業 1,150,000 3,181.97 3,659,276,407 3,210.00 3,691,500,000 0.83

日本 株式 安川電機 電気機器 580,000 5,500.00 3,190,000,000 6,343.00 3,678,940,000 0.83

(注)投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。
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(ロ)種類別および業種別の投資比率

(2024年3月末日現在)

種類 国内／外国 業種 投資比率(%)

株式

国内

機械 17.91

化学 13.24

電気機器 12.45

輸送用機器 6.91

精密機器 6.64

食料品 3.93

ガラス・土石製品 3.77

ゴム製品 3.49

卸売業 3.42

小売業 3.38

鉱業 2.63

その他製品 1.04

陸運業 0.91

空運業 0.83

非鉄金属 0.82

医薬品 0.79

サービス業 0.78

鉄鋼 0.55

情報・通信業 0.50

繊維製品 0.37

建設業 0.29

パルプ・紙 0.20

海運業 0.05

電気・ガス業 0.04

外国

電気機器 1.25

サービス業 0.53

小売業 0.43

情報・通信業 0.41

食料品 0.31

電気・ガス業 0.11

化学 0.11

鉱業 0.05

合計  88.15

(注)投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該種類別および業種別の評価金額の比率です。

 

②【投資不動産物件】

該当事項はありません。

 

③【その他投資資産の主要なもの】

該当事項はありません。
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（３）【運用実績】

　

①【純資産の推移】

2024年3月末日および同日前1年以内における各月末日ならびに下記計算期間末日の純資産の推移は次の

通りです。

年月日 純資産総額(円) １口当たりの純資産額(円)

第15計算期間末日

(2014年8月25日)
299,016,804,207 1.8400

第16計算期間末日

(2015年8月24日)
284,175,773,821 2.0615

第17計算期間末日

(2016年8月23日)
260,884,622,624 1.8913

第18計算期間末日

(2017年8月23日)
298,559,012,840 2.3368

第19計算期間末日

(2018年8月23日)
310,610,652,327 2.5348

第20計算期間末日

(2019年8月23日)
274,698,785,426 2.2555

第21計算期間末日

(2020年8月24日)
288,148,793,156 2.4496

第22計算期間末日

(2021年8月23日)
340,148,817,870 3.0698

第23計算期間末日

(2022年8月23日)
350,075,391,142 3.1432

第24計算期間末日

(2023年8月23日)
380,963,249,077 3.4521

2023年3月末日 348,729,434,308 3.1204

2023年4月末日 353,804,459,372 3.1688

2023年5月末日 364,488,545,233 3.2829

2023年6月末日 387,013,177,509 3.5090

2023年7月末日 390,577,818,949 3.5440

2023年8月末日 390,410,951,836 3.5396

2023年9月末日 382,942,968,026 3.4742

2023年10月末日 369,535,637,750 3.3508

2023年11月末日 392,763,527,103 3.5700

2023年12月末日 392,602,585,873 3.5790

2024年1月末日 411,982,936,000 3.7762

2024年2月末日 431,299,291,630 3.9694

2024年3月末日 444,684,074,027 4.1196

 

②【分配の推移】

計算期間 1口当たりの分配金(円)

第15計算期間(2013年8月24日から2014年8月25日まで) 0

第16計算期間(2014年8月26日から2015年8月24日まで) 0

第17計算期間(2015年8月25日から2016年8月23日まで) 0

第18計算期間(2016年8月24日から2017年8月23日まで) 0

第19計算期間(2017年8月24日から2018年8月23日まで) 0

第20計算期間(2018年8月24日から2019年8月23日まで) 0

第21計算期間(2019年8月24日から2020年8月24日まで) 0

第22計算期間(2020年8月25日から2021年8月23日まで) 0

第23計算期間(2021年8月24日から2022年8月23日まで) 0

第24計算期間(2022年8月24日から2023年8月23日まで) 0
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③【収益率の推移】

計算期間 収益率(%)

第15計算期間(2013年8月24日から2014年8月25日まで) 19.57

第16計算期間(2014年8月26日から2015年8月24日まで) 12.04

第17計算期間(2015年8月25日から2016年8月23日まで) △8.26

第18計算期間(2016年8月24日から2017年8月23日まで) 23.56

第19計算期間(2017年8月24日から2018年8月23日まで) 8.47

第20計算期間(2018年8月24日から2019年8月23日まで) △11.02

第21計算期間(2019年8月24日から2020年8月24日まで) 8.61

第22計算期間(2020年8月25日から2021年8月23日まで) 25.32

第23計算期間(2021年8月24日から2022年8月23日まで) 2.39

第24計算期間(2022年8月24日から2023年8月23日まで) 9.83

 (注)収益率は、計算期間末日の分配付き基準価額から当該計算期間の直前の計算期間末日の分配落ち基準価

額(以下「前期末基準価額」という。)を控除した額を前期末基準価額で除して得た数に100を乗じて得た数で

す。なお、小数点以下第3位を四捨五入し表示しています。

 

（４）【設定及び解約の実績】

計算期間 設定数量(口) 解約数量(口)

第15計算期間

(2013年8月24日から2014年8月25日まで)
9,511,766,549 37,711,721,116

第16計算期間

(2014年8月26日から2015年8月24日まで)
7,996,027,434 32,658,282,586

第17計算期間

(2015年8月25日から2016年8月23日まで)
8,595,394,213 8,503,223,086

第18計算期間

(2016年8月24日から2017年8月23日まで)
6,332,467,432 16,505,374,774

第19計算期間

(2017年8月24日から2018年8月23日まで)
6,607,256,597 11,833,540,335

第20計算期間

(2018年8月24日から2019年8月23日まで)
6,330,514,726 7,079,874,682

第21計算期間

(2019年8月24日から2020年8月24日まで)
6,683,161,132 10,842,094,942

第22計算期間

(2020年8月25日から2021年8月23日まで)
5,127,952,039 11,956,055,712

第23計算期間

(2021年8月24日から2022年8月23日まで)
5,327,931,351 4,757,460,792

第24計算期間

(2022年8月24日から2023年8月23日まで)
4,771,209,535 5,786,767,980
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（参考情報）
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第２【管理及び運営】

　

１【申込（販売）手続等】

＜訂正前＞

 

(1)当ファンドの受益権の募集は、申込期間中の委託会社および販売会社の各営業日の営業時間内に行われ

ます。申込みの受付けは、原則として、午後3時までとします。

 

（略）

 

＜訂正後＞

 

(1)当ファンドの受益権の募集は、申込期間中の委託会社および販売会社の各営業日の営業時間内に行われ

ます。申込みの受付けは、原則として、午後3時までとします。

＜お知らせ＞2024年11月5日より、申込みの受付けは、午後3時30分までとなる予定です。

 

（略）

 

２【換金（解約）手続等】

＜訂正前＞

 

(1)受益者は、委託会社および販売会社の各営業日に一部解約の実行を請求することができます。請求の受

付けは、原則として、午後3時までとします。この受付時間を過ぎてからの申込みは翌営業日の取扱い

とします。

 

（略）

 

＜訂正後＞

 

(1)受益者は、委託会社および販売会社の各営業日に一部解約の実行を請求することができます。請求の受

付けは、原則として、午後3時までとします。この受付時間を過ぎてからの申込みは翌営業日の取扱い

とします。

＜お知らせ＞2024年11月5日より、請求の受付けは、午後3時30分までとなる予定です。

 

（略）
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第３【ファンドの経理状況】

＜追加＞

原届出書「第二部ファンド情報　第３ファンドの経理状況」に以下の内容を追加します。

 

3.　当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52

年大蔵省令第38号）ならびに同規則第38条の3および第57条の2の規定により、「投資信託財産の計算に

関する規則」（平成12年総理府令第133号）に基づいて作成しております。

　なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

 

4.　当ファンドは、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第25期中間計算期間（2023年8月24

日から2024年2月23日まで）の中間財務諸表について、東陽監査法人により中間監査を受けております。
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１【財務諸表】

＜追加＞

現届出書の「第３ファンドの経理状況　１財務諸表」に以下の内容を追加します。

【さわかみファンド】

（１）【中間貸借対照表】

 （単位：円）

 第25期中間計算期間末
(2024年2月23日現在)

資産の部  
流動資産  
預金 2,021,157,289

金銭信託 23,960,078

コール・ローン 48,189,000,000

株式 377,963,935,690

未収入金 867,567,530

未収配当金 814,329,219

流動資産合計 429,879,949,806

資産合計 429,879,949,806

負債の部  
流動負債  
未払金 571,710,622

未払解約金 572,793,546

未払受託者報酬 96,631,540

未払委託者報酬 999,471,921

未払利息 23,011

流動負債合計 2,240,630,640

負債合計 2,240,630,640

純資産の部  
元本等  
元本 *1 108,820,625,286

剰余金  
中間剰余金又は中間欠損金（△） 318,818,693,880

（分配準備積立金） 175,731,774,496

元本等合計 427,639,319,166

純資産合計 *3 427,639,319,166

負債純資産合計 429,879,949,806
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】

 （単位：円）

 
第25期中間計算期間
(自　2023年8月24日
　至　2024年2月23日)

営業収益  
受取配当金 3,362,283,387

受取利息 40,432,761

有価証券売買等損益 50,693,168,132

為替差損益 404,628,602

その他収益 1,525,605

営業収益合計 54,502,038,487

営業費用  
支払利息 8,669,680

受託者報酬 204,244,211

委託者報酬 1,967,986,235

その他費用 66,929

営業費用合計 2,180,967,055

営業利益又は営業損失（△） 52,321,071,432

経常利益又は経常損失（△） 52,321,071,432

中間純利益又は中間純損失（△） 52,321,071,432

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解

約に伴う中間純損失金額の分配額（△）
623,542,210

期首剰余金又は期首欠損金（△） 270,605,060,434

剰余金増加額又は欠損金減少額 5,562,660,420

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は

欠損金減少額
5,562,660,420

剰余金減少額又は欠損金増加額 9,046,556,196

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は

欠損金増加額
9,046,556,196

分配金 -

中間剰余金又は中間欠損金（△） 318,818,693,880
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（３）【中間注記表】

(重要な会計方針に係る事項に関する注記)

第25期中間計算期間

(自　2023年8月24日

　至　2024年2月23日)

1.資産の評価基準及び評価方法

株式

移動平均法による時価法を採用しております。時価評価にあたっては、金融商品取引所等における

最終相場（計算日に最終相場のない場合には、直近の日の最終相場）で評価しております。

 

2.外貨建資産・負債の本邦通貨への換算基準

信託財産に属する外貨建資産・負債の円換算

原則として、わが国における計算期間末日の対顧客電信売買相場の仲値によって計算しております。

 

3.収益及び費用の計上基準

(1)受取配当金の計上基準

受取配当金は、原則として株式の配当落ち日において、確定配当金額または予想配当金額を計上して

おります。

(2)有価証券売買等損益の計上基準

約定日基準で計上しております。

(3)為替差損益の計上基準

約定日基準で計上しております。

 

4.その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

外貨建取引等の処理基準

外貨建取引については、「投資信託財産の計算に関する規則」（平成12年総理府令第133号）第60条

および第61条に従って処理しております。
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(中間貸借対照表に関する注記)

第25期中間計算期間末

(2024年2月23日現在)

*1.中間計算期間末日における受益権の総数

108,820,625,286口

 

2.投資信託財産の計算に関する規則第55条の6第10号に規定する額

-円

 

*3.中間計算期間末日における1単位当たり純資産の額

1口当たり純資産額　3.9298円

(10,000口当たり純資産額　39,298円)

 

(中間損益及び剰余金計算書に関する注記)

第25期中間計算期間

(自　2023年8月24日

　至　2024年2月23日)

該当事項はありません。

 

(金融商品に関する注記)

金融商品の時価等に関する事項

第25期中間計算期間末

(2024年2月23日現在)

1.中間貸借対照表計上額、時価及び差額

金融商品はすべて時価で計上されているため、中間貸借対照表計上額と時価との差額はありません。

 

2.金融商品の時価の算定方法

(1)有価証券

（重要な会計方針に係る事項に関する注記)に記載しております。

(2)コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額を時価と

しております。

 

3.金融商品の時価等に関する事項の補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算出された価額

が含まれております。

当該価額の算定においては、一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等に拠った場合、

当該価額が異なることもあります。

 

(重要な後発事象に関する注記)

第25期中間計算期間

(自　2023年8月24日

　至　2024年2月23日)

該当事項はありません。
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(その他の注記)

1.元本の移動

第25期中間計算期間末

(2024年2月23日現在)

期首元本額

110,358,188,643円

期中追加設定元本額

2,150,497,759円

期中一部解約元本額

3,688,061,116円

 

2.有価証券関係

第25期中間計算期間末

(2024年2月23日現在)

該当事項はありません。

 

3.デリバティブ取引関係

第25期中間計算期間末

(2024年2月23日現在)

該当事項はありません。
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２【ファンドの現況】

＜更新後＞

【純資産額計算書】

（2024年3月末日現在）

Ⅰ　資産総額 445,371,835,234 円

Ⅱ　負債総額 687,761,207 円

Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 444,684,074,027 円

Ⅳ　発行済数量 107,943,478,355 口

Ⅴ　1単位当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 4.1196 円
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第三部【委託会社等の情報】

　

第１【委託会社等の概況】

　

１【委託会社等の概況】

＜訂正前＞

 

(1)資本金の額(2023年9月末日現在)

 

（略）

 

(2)会社の機構(2023年9月末日現在)

 

（略）

 

＜訂正後＞

 

(1)資本金の額(2024年3月末日現在)

 

（略）

 

(2)会社の機構(2024年3月末日現在)

 
（略）

 

２【事業の内容及び営業の概況】

＜訂正前＞

 

（略）

 

2023年9月末日現在、委託会社が運用の指図を行っている証券投資信託は、追加型株式投資信託1本のみ

であり、その純資産総額は382,942,968,026円です。

 

＜訂正後＞

 

（略）

 

2024年3月末日現在、委託会社が運用の指図を行っている証券投資信託は、追加型株式投資信託1本のみ

であり、その純資産総額は444,684,074,027円です。
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３【委託会社等の経理状況】

＜追加＞

原届出書の「第三部委託会社等の情報　第１委託会社の概況　３委託会社等の経理状況」に以下の内容

を追加します。

 

３．　委託会社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大

蔵省令第38号)ならびに同規則第38条及び第57条の規定により、「金融商品取引業等に関する内閣府

令」(平成19年内閣府令第52号）に基づいて作成しております。なお、中間財務諸表に記載している金

額については、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

４．　委託会社の中間財務諸表については、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、東陽監査法

人の中間監査を受けております。
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（１）【中間貸借対照表】

  　（単位：千円）   

  
第28期中間事業年度

（2023年９月30日現在）
  

資産の部     

流動資産     

現金及び預金  4,867,596   

直販顧客分別金信託  100,000   

未収委託者報酬  400,646   

前払費用  9,419   

その他  3,498   

流動資産合計  5,381,161   

固定資産     

有形固定資産　※１     

建物　　　（純額）  　24,558   

器具備品　（純額）  23,906   

有形固定資産合計  48,465   

無形固定資産     

ソフトウェア  34,804   

ソフトウエア仮勘定  53,836   

無形固定資産合計  88,640   

投資その他の資産     

関係会社株式  165,367   

長期差入保証金  61,785   

繰延税金資産  55,482   

その他  6,393   

投資その他の資産

合計
 289,029   

固定資産合計  426,135   

資産合計  5,807,296   
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  （単位：千円）   

  
第28期中間事業年度

（2023年９月30日現在）
  

負債の部     

流動負債     

未払金  130,699   

未払法人税等  236,804   

未払消費税等　※３  37,991   

預り金　※２  781,739   

賞与引当金  26,700   

ポイント引当金  57,435   

流動負債合計  1,271,371   

固定負債     

資産除去債務  37,440   

固定負債合計  37,440   

負債合計  1,308,812   

純資産の部     

株主資本     

資本金  320,000   

利益剰余金     

利益準備金  80,000   

その他利益剰余金  4,098,484   

繰越利益剰余金  4,098,484   

利益剰余金合計  4,178,484   

株主資本合計  4,498,484   

純資産合計  4,498,484   

負債・純資産合計  5,807,296   
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（２）【中間損益計算書】

  （単位：千円）   

  

第28期中間事業年度

（自　2023年４月１日

　至　2023年９月30日）

  

営業収益     

委託者報酬  1,691,290   

その他売上  7,013   

営業収益合計  1,698,303   

営業費用     

支払手数料  3,142   

広告宣伝費  282,625   

調査費  7,801   

委託計算費  16,987   

営業雑経費  209,505   

通信費  59,857   

印刷費  15,585   

システム使用料  108,816   

外注費  21,365   

その他  3,880   

営業費用合計  520,063   

一般管理費     

給与  220,925   

役員報酬  40,165   

給与手当  167,587   

賞与  13,172   

法定福利費  37,400   

賞与引当金繰入額  26,700   

業務委託費  71,273   

交際費  453   

旅費交通費  16,170   

租税公課  12,925   

不動産賃借料  32,539   

固定資産減価償却費　※１  13,795   

その他  48,077   

一般管理費合計  480,261   

営業利益  697,979   
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  （単位：千円）   

  

第28期中間事業年度

（自　2023年４月１日

　至　2023年９月30日）

  

営業外収益     

受取利息  17   

その他  79   

営業外収益合計  96   

営業外費用     

支払利息  533   

その他  1,305   

営業外費用合計  1,839   

経常利益  696,237   

特別損失     

関係会社株式評価損　※２  71,659   

特別損失合計  71,659   

税引前中間純利益  624,577   

法人税、住民税及び事業税  224,108   

法人税等調整額  △10,517   

法人税等合計  213,590   

中間純利益  410,986   
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（３）【中間株主資本等変動計算書】

第28期中間事業年度（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

     （単位：千円）

 

 株主資本

資本金

 利益剰余金

株主資本

合計利益準備金

 その他利益

剰余金 利益剰余金

合計 繰越利益

剰余金

当期首残高 320,000 80,000  4,209,497 4,289,497 4,609,497

当中間期変動額       

剰余金の配当    △522,000 △522,000 △522,000

中間純利益    410,986 410,986 410,986

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
  

 
   

当中間期変動額合計 － －  △111,013 △111,013 △111,013

当中間期末残高 320,000 80,000  4,098,484 4,178,484 4,498,484

 

 純資産合計

当期首残高 4,609,497

当中間期変動額  

剰余金の配当 △522,000

中間純利益 410,986

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
 

当中間期変動額合計 △111,013

当中間期末残高 4,498,484
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注記事項

（追加情報）

当社は2023年9月19日の取締役会において、関係会社へ以下の金額の追加出資を行うことを決定しておりま

す。

追加出資額：6千5百万バーツ（2億6千万円　1バーツ：4円で計算）

出資時期：2024年1月

 

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

関係会社株式（子会社株式）

移動平均法による原価法

２．固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産（リース資産を除く）

定率法（ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備については定額法）を採用しており

ます。主な耐用年数は以下の通りです。

建物　　　13年～15年

器具備品　４年～15年

（２）無形固定資産（リース資産を除く）

自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によって

おります。

３．引当金の計上基準

（１）賞与引当金

従業員賞与の支給に備えるため、支給見込み額に基づき当中間事業年度に見合う分を計上しておりま

す。

（２）ポイント引当金

顧客に付与したポイント使用に備えるため、将来行使されると見込まれる額を計上しております。

４．収益及び費用の計上基準

当社の顧客との契約に基づく主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点は次のとおりでありま

す。

（１）委託者報酬

委託者報酬は、投資信託の信託約款に基づき、投資信託財産の日々の純資産総額に対する一定割合と

して日々認識し計上しております。

（２）その他売上

その他売上は、確定拠出年金運営管理機関としての売上であり、確定拠出年金の運営にかかる報酬を

契約に基づき月次で認識し計上しております。

 

 

 

(会計方針の変更)

該当事項はありません。
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（中間貸借対照表関係）

※１ 有形固定資産より控除した減価償却累計額

 （単位：千円）  

 第28期中間事業年度

（2023年９月30日現在）
 

建物 59,192  

器具備品 56,563  

   

 

※２ 預り金

 （単位：千円）  

 第28期中間事業年度

（2023年９月30日現在）
 

投資信託の買付代金の顧客か

らの預り金
30,728  

投資信託の解約代金の顧客か

らの預り金
503  

投資信託の解約に伴う源泉徴

収額
742,463  

その他 8,043  

 

 

※３ 消費税等の取扱い

当中間事業年度において、仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺のうえ、流動負債の「未払消費税等」

として表示しております。

 

（中間損益計算書関係）

※１ 固定資産減価償却費

減価償却実施額は、次のとおりであります。

（単位：千円）

 第28期中間事業年度

（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

 

有形固定資産 8,029  

無形固定資産 5,765  

 

※２ 関係会社株式評価損

関係会社株式評価損71,659千円は、過年度に計上していた投資損失引当金179,272千円の戻入益と関係会社株

式評価損250,931千円を相殺したものであります。
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（中間株主資本等変動計算書関係）

第28期中間事業年度（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．発行済株式に関する事項

（単位：株）

株式の種類
第28期中間事業年度

期首株式数
増加 減少

第28期中間事業年度末

株式数

普通株式 1,080 － － 1,080

甲種類株式 ※ 2,520 － － 2,520

合計 3,600 － － 3,600

※甲種類株式は、議決権を有しない種類株式であります。

２．配当に関する事項

（１）配当金支払額

決議
株式の

種類

配当金の

総額（千円）

1株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日

2023年６月19日

定時株主総会

普通

株式
156,600 145,000 2023年３月31日 2023年６月19日

2023年６月19日

定時株主総会

甲種類

株式
365,400 145,000 2023年３月31日 2023年６月19日

（２）基準日が第28期中間事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が第28期中間事業年度後と

なるもの

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

１．金融商品の時価等に関する事項

中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

第28期中間事業年度（2023年９月30日）

（単位：千円）

 
中間貸借対照表

計上額
時価 差額

長期差入保証金 61,785 61,773 △12

資産計 61,785 61,773 △12

（注１）「現金及び預金」については、現金であること及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額

に近似するものであることから、記載を省略しております。「直販顧客分別金信託」、「未収委託者報

酬」、「未払金」、「未払法人税等」及び「預り金」については、短期間で決済されるため時価が帳簿

価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

 
（注２）市場価格のない株式等の中間貸借対照表計上額

（単位：千円）

 中間貸借対照表計上額

非上場株式（関係会社株式）※ 165,367

※市場価格のない関係会社株式について、減損処理を実施し、関係会社株式評価損71,659千円（過年度に計

上していた投資損失引当金179,272千円の戻入益と関係会社株式評価損250,931千円を相殺したもの）を計

上しております。

２.金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の3つのレベ

ルに分類しております。

レベル1の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該

時価算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル2の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の

算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル3の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれ

ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 

（１）時価で中間貸借対照表に計上している金融商品

該当事項はありません。

（２）時価で中間貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

（単位：千円）

 
時価

レベル1 レベル2 レベル3 合計

長期差入保証金 ― 61,773 ― 61,773

長期差入保証金は事務所賃借契約に伴う敷金に伴う保証金であり、時価については、当該保証金を一

定の期間大口定期預金等に預け入れた場合の利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル

2の時価に分類しております。
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（有価証券関係）

１．子会社株式

　市場価格のない子会社株式の2023年9月30日現在の中間貸借対照表計上額は165,367千円であります。

 

２．その他有価証券

該当事項はありません。

 

３．減損処理を行った有価証券

　　中間事業年度において関係会社株式（Sawakami Asset Management (Thailand) Co., Ltd.）につき、関
係会社株式評価損71,659千円（過年度に計上していた投資損失引当金179,272千円の戻入益と関係会社株式
評価損250,931千円を相殺したもの）を計上しております。なお、減損処理にあたっては、株式の実質価額
の回収可能性を考慮して、必要と認められた額について減損処理を行っております。

 

 

（資産除去債務関係）

資産除去債務のうち中間貸借対照表上に計上しているもの

資産除去債務の総額の増減

 （単位：千円）  

 第28期中間事業年度

（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

 

期首残高 37,415  

有形固定資産の取得に伴う増加額 －  

時の経過による調整額 　25  

資産除去債務の履行による減少額 －  

中間期末残高 37,440  

 

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 （単位：千円）  

 第28期中間事業年度

（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

 

委託者報酬 1,691,290  

確定拠出年金運営管理機関としての売上 7,013  

合計 1,698,303  
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（セグメント情報等）

『セグメント情報』

第28期中間事業年度（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

当社は、信託財産の運用並びにこれらに付帯する事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

『関連情報』

第28期中間事業年度（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

信託財産の運用並びにこれらに付帯する事業という単一のサービスの区分の外部顧客への営業収益が、

中間損益計算書の営業収益の90％を超えるため、製品及びサービスごとの営業収益の記載を省略してお

ります。

２．地域ごとの情報

（１）営業収益

本邦の外部顧客への営業収益に区分した金額が中間損益計算書の営業収益の90％を超えるため、地域ご

との営業収益の記載を省略しております。

（２）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への営業収益のうち、中間損益計算書の営業収益の10％以上を占める相手先がないため、記載

はありません。

 

 

　『報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報』

該当事項はありません。

　『報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報』

該当事項はありません。

　『報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報』

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 

 第28期中間事業年度

（2023年９月30日）
 

１株当たり純資産額 1,249,579円12銭  

 

１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は以下のとおりです。

 第28期中間事業年度

（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

 
 

１株当たり中間純利益 114,163円04銭  

中間損益計算書上の中間純利益 410,986千円  

普通株式及び甲種類株式に係る

中間純利益
410,986千円  

普通株主及び甲種類株主に帰属し

ない金額の主要な内訳
該当事項はありません。  

普通株式及び甲種類株式の期中平

均株式数
3,600株  

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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第２【その他の関係法人の概況】

＜訂正前＞

 

１【名称、資本金の額及び事業の内容】

 

(1)受託会社

名称
資本金の額

(2023年9月末日現在)
事業の内容

野村信託銀行株式会社 50,000百万円

「銀行法」に基づき銀行業を営むとと

もに、「金融機関の信託業務の兼営等

に関する法律(兼営法)」に基づき信託

業務を営んでいます。

 

(2)販売会社

名称
資本金の額

(2023年9月末日現在)
事業の内容

ひろぎん証券株式会社
＊ 5,000百万円

「金融商品取引法」に定める第一種金

融商品取引業を営んでいます。

＊ひろぎん証券株式会社は、2016年6月1日より当ファンドの募集の取扱いおよび販売は行っておりません。

 

（略）

 

＜訂正後＞

 

１【名称、資本金の額及び事業の内容】

 

(1)受託会社

名称
資本金の額

(2024年3月末日現在)
事業の内容

野村信託銀行株式会社 50,000百万円

「銀行法」に基づき銀行業を営むとと

もに、「金融機関の信託業務の兼営等

に関する法律(兼営法)」に基づき信託

業務を営んでいます。

 

(2)販売会社

名称
資本金の額

(2024年3月末日現在)
事業の内容

ひろぎん証券株式会社
＊ 5,000百万円

「金融商品取引法」に定める第一種金

融商品取引業を営んでいます。

＊ひろぎん証券株式会社は、2016年6月1日より当ファンドの募集の取扱いおよび販売は行っておりません。

 

（略）
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独立監査人の中間監査報告書
 
 

2024年４月25日

さわかみ投信株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人　東京事務所

指定社員

業務執行社員
公認会計士 後藤秀洋  

指定社員

業務執行社員
公認会計士 池田宏章  

中間監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理

状況」に掲げられている「さわかみファンド」の2023年８月24日から2024年２月23日までの中間計算期間の

中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間監査

を行った。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成

基準に準拠して、「さわかみファンド」の2024年２月23日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する

中間計算期間（2023年８月24日から2024年２月23日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示している

ものと認める。

 
中間監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行っ

た。中間監査の基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、さわかみ投信株式会社及びファン

ドから独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、中間監

査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財

務諸表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中

間財務諸表を作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づい

て継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

 
中間財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に

関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書

において独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬によ

り発生する可能性があり、個別に又は集計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理

的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表

示リスクに対応する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断に

よる。さらに、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査

手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間

財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じ

て追加の監査手続が選択及び適用される。

・　中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人

は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の

作成と有用な情報の表示に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性

及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
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・　経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した

監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確

実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、

中間監査報告書において中間財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する

中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に対して除外事項付意見を表明することが

求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来

の事象や状況により、ファンドは継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作

成基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内

容、並びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評

価する。

監査人は、経営者に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内

部統制の重要な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事

項について報告を行う。

 
利害関係

さわかみ投信株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。

 
以上

(注)1.上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しておりま

す。

2.中間財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

 

次へ
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独立監査人の中間監査報告書
 
 

2023年11月22日

さわかみ投信株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人　東京事務所

指定社員

業務執行社員
公認会計士 後藤秀洋  

指定社員

業務執行社員
公認会計士 池田宏章  

中間監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社等の経

理状況」に掲げられているさわかみ投信株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの第28期事業年

度の中間会計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対

照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を

行った。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成

基準に準拠して、さわかみ投信株式会社の2023年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会

計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認

める。

 
中間監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行っ

た。中間監査の基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分

かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財

務諸表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中

間財務諸表を作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づい

て継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
中間財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に

関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書

において独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬によ

り発生する可能性があり、個別に又は集計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理

的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表

示リスクに対応する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断に

よる。さらに、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査

手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間

財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じ

て追加の監査手続が選択及び適用される。

・　中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人

は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の

作成と有用な情報の表示に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性

及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
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・　経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した

監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確

実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、

中間監査報告書において中間財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する

中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に対して除外事項付意見を表明することが

求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来

の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作

成基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内

容、並びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評

価する。

監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内

部統制の重要な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事

項について報告を行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以上

(注)上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しておりま

す。
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